
ス
キ
リ
ア
､
カ

レ
リ
ヤ
､
ブ
リ
ア
チ
ア
等
の
共
和
問
は
何

れ
も
そ
の
間
土
の
調
査
寧
日
礎
的
に
希
望
し
p

レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
の
大
撃

へ
む

け

て
調
査
方
を
依
親
し
だ
し

た
｡
レ
エ

ソ
グ
ラ
ー
ド
の
地
質
調
査
所

(
T
h
e
F
e

deral

G

eoi
ogi
ca
iCom
mi
t
e
e
in
L
en
in
g
rad
)
は
関
内
の
鮮

度

資
源
の
調
査

に
従

事

し
.
竜
ス
コ
ク
の
中
央
統
計
局

は
地
方
及
各
共
和
問
の
統
計
局
ビ
協
力
調
査
に
任
じ
p

し
か
も
そ
れ
は
地
方

へ
は
地
方
語
で
報
骨
さ
れ
る
の
で

あ
る
｡
聯
邦
の
計
劃
局
で
は
す

べ
て
の
共
和
問
の
挺
蹄

関
係
を
考
慮
し
て
'
そ
の
電
化
だ
変
通
の
聴
達
を
は
か

ら
､
各
聯
邦
は
孜
々
ビ
し
て
へ
各
自
の
挺
鱗
生
活
の
互

助
槍
進
を
巧
ツ
ト
ク
に
し
て
努
力
し
て
ゐ
る
の
現
状
で

あ
る
｡
以
下
略
｡
(
F

)

覇

泡

の

地

理

撃

界

三
､
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
撃

ペ
ン
ク
数
授
指
導
の
rh
ル
ペ
ン
エ
キ
ス
カ
ー
ジ
ョ
ン

塵
加
の
痛
め
'
ミ
ブ
チ
ン
ブ

ー
ル
ト
に
向
ふ
途
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
大
撃
を
訪
ね
る
?
新
し
い
大

川石
造
の
堂
々
た
る

建
物
p
大
鹿
間
も
無
遠
慮
に
通
る

Et
左
側
に
地
撃

<

ン
ス
チ
チ
エ
I
rqA
を
磯
風
し
た
'
百

〇
二
現
か
ら
宵
〇

三
舵
に
至
る
四
室
が
之
に
充
て
ら
れ

て
屠
る
｡
歯
数

賓

の
主
任
は
南
極
探
険
を
以
て
知
ら
れ
て
る
プ
ラ
イ
ガ

ル

甑
鞄
の
地
現
勢
鼎

(
二
)

寺

田

貞

次

ス
キ
ー
教
授

E
rich
v
o
n
D
ry
g
alsk
i
で
あ
る
'
致
授
は

一
八
六
五
年
の
生
れ
､
ポ
ー
ン
･伯
林
並
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ

に
尊
び
'
極
地
方
の
探
険
に
従
事
L
t

一
八
九

1
年
頃

に
は

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
酉
岸
を
探
険
し
.

一
九
〇

一

年
よ
も
こ
こ
年
迄
苗
穂
基
除
を
企
て
'
舛
a
iser･
W
ithelm

I
I
L

and
を
磯
風
し
た
二

九

〇
六
年
以
凍
倍
大

撃
の
教

授
ど
な
･in今
に
至
っ
た
も
の

で
'
共
著
に
は
D
ie
G
ra
n1

1an
d
･E
x
p
ed
iti.
n
d
･G
e
se
llsc
h
a
ft
fa
r
E
rd
kn
n
de
(
1

9

申
玉

田
lニ



陀 -iL 節

薪
十
懲

02･3).

Die

DeCtS
CheS.I
Polarc

xpc
d
i･

tio
n

()91
5
),

ミ

Einrit.1
tvlngd･

)
.

Lande
snat
u
r.

aaLlfd

.Ent･

～ノ

Wicklu
ngd
･

火

Vatkre

r()92

畢

2
)等

がある.
叉

円本の
研
究

で知ら
れ
て

居る

X

are

Hau
sh
･

o
fc
r
教
授
も
依
る
0

氏
は
ミ

ユ

hb

e
ソ
の
人

'

一
八
六

九
年

任

'
陛

範
に

屈
し
印

準

加
亜
流
比
利
亜

に旅行

し
｡

殊
に

1
九
〇

八
年
よ

-
十
年

迄
日
本
に

滞留｡.i

九
一
九
咋

以
溌
皆

火
準
教
授
と
し

て
地
理
を

講じて居

る
方
で
'
口

本
に

捌
す
る
著
者
が

多
い

'
例

へ

ばGe
og
r･

妨
六
蚊

望

六

四

四

G

r
L7
n
d

laged
e
こ

i･
P
a
n
(

)9
L
l)
､
D

l
i
N
ib
.
∩
(
19
13
)､

D

e
u
t
s
c

herA
n
t
ci
l
a
tt
d
e
r
g
e
o
g
･E

rsch
lie
s
s･rtn
g

J
1
P
l
･

n
s

()
9
1

4
)･,D
ie
p

oTi
tT
P
ar
-e
ie
n

i
n

J
a
p

a
n

(
1
9
)
4
)
,D
ie

g
e

og
･
G
r
u
n
dr
ic
h
t
u
n
g
en
d
･
J
a
p
･
R
e
ic
h
s

entw
ick.un
g

(
)
9
2
0

);D
asJapa
n;s
c
h
e

R
e
ic
h

等
とま
滋

で
あ
る
｡

何
れ
も
休
暇
中
で
'
御
面
曾

申
す
横
が
な
か
っ
た
の

は
法
悦
で
あ
っ
た
｡
居
各
は
せ
た

D
r･D
istcr
氏
が
懇

切
に
集
内
さ
れ
'
各
雀
を
粍
琵
す
る
こ
と
が
出
水
た
｡

最
初
に
観
た
の
が
､
甘
〇
二
批
雪

之
は
閉
場
劣
.で
'
寛

の
中
央
に
滋
滋
子
を
荘

き
'
周
碑
は

一
両
の
叫
棚
を
LJ

し
て
居
る
｡
畢
竺

二
名
研
究
に
従
耕
し
て
居
た
｡
次
の

tr
'汀
C
三
故
は
'
小
さ
い
室
で
､
地
間
寅
で
あ
る
.
周
壁

に
抽
出
付
の
地
同
筋
を
並

べ
'
北
極
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド

の
汚
彫
閲
や
'
ア
ル
プ
ス
の
氷
河
の
･:AP
異
な
で
陳

列
さ

れ
て
居
る
｡
標
本
の
性
質
か
ら
軌
て
も
流
不
は
探
検
家

の
研
究
賞
}J
思
っ
た
｡
地
球
儀
や
製
開
披
な
で
も
見
受

ら
れ
た
｡

次
(
斤

〇
三
故
)同
様
な
宅
で
'

'1
ク
ス
ホ
1
7
7
-

博
士
..並
に
ツ
p
-
〟
(
D
r･
K
arl
rr
ro
l

t)博
士
.の
宅

で

あ
る
｡
中
央
に
机
を
周
壁
に
は
掛
岡
や
海
岡
L
.
+～

保
存



用
の
丈
の
高

い
他
聞
箱
を
毘
き
'
小
印
刷
物
類
を
も
蒐

恭
し
で
居
る
｡
次
の
可
0
1叫
批
･:R
も
小
さ
い
宴
で
'
幻

燈
用

フ
イ
ル

ム
保
存
室

'
左
右
両
雄
に
榊
手
箱
を
備
え

多
数
の
フ
イ
ル
ム
を
蒐
基
し
て
居
も
､
北
猫
の
他
聞
を

か
け
'
リ
ヒ
ト

ホ
I

へ
ソ
の
需
嵐

が
一
枚
か
け
ら
れ
て

居
り
､
地
形
棟
木

も
基
め
ら
れ
て
居
る
.
次
訂
〇
五
批

宅

ド
ク
タ
ー
･デ
イ
ス
チ
ル
氏
の
富

(
D
r･D
is{e
】)
窓
側

に
机
を
花
き
'
鴨
棚
や
地
坪
川
誰
械
板
を
保
准
し
て
屠

る
'
姓
飾
ビ
し
て
ア
ル
プ
ス
の
''t
ノ
ラ
マ
馬
具
が
か

ゝ

げ
ら
れ
て
居
た
｡

皆
大
祭
は
'
和
名
L･.
オ
.ス
カ
ー
･
ぺ
ヅ
シ
ェ
ル
教
授
の

居
た
展
で
あ
る
か
ら
'
何
か
退
物
で
も
蹴
る
さけ
が
化
来

る
か
三

や
ね
て
鬼
た
が
'
何
等
費
∬

す
る
部
も
iiJ
;
来
す

退
城
で
あ
っ
た
｡

地
歩
イ

ソ
ス
ナ
チ
ユ

ー
ト

巴
里
行
の
近

ケ

ル

ン
で

一泊
､
翌
朝
早
々
ラ
イ

ン
泊

…付
を
蛇
比
で
ポ
ー

ン

1I∫
に

行
-
｡
停
抑

揚

の
す
ぐ
前
は

ア
ル

ト
シ

ユ
ク
ツ

ト

(
粥

が
絹
)
で
､
ミ

ユ
ン
ス
ク
ー
プ

姉

､
;

刊

.'ご

17
三

｡
..A
"
.
-'
.
;

I"'"
.
-

ラ
ツ
ツ
･fJ
稲

し
､
十
二
∵
1J

世
紀
の
i=
い

御
寺
や
組
物

が
髄
ん
で
屠

り
'
ブ
ラ
ツ

ツ
に
は

Lud
･

w
lg
Vl
nBe
･

eth
o
vcn
の

銅
像
な

.I/J
が

克
っ
て
居
る

べ
-
ト
ー
ブ

エ
ソ
の
家
と

申
す
の
も
此

大
祭
で
'
二

四
'
ポ

ー
ン
大
草

加
温
の
地
托
串
界

三
の
高
塔
を
備
ふ
る
末
色
い
大
き
な
縫
物
が
蛮
涼
た
る

H
o
f･G
artcn
ビ
稀
す
る
脱
庭
を
掩
え
て
畑
て
ら
れ
て
舷

-
弄

四
五



血

球

妨
十
笹

ち
.
晋
の
シ
ュ
ロ
ブ
ス
(
柳
城
)
を
利
用
し
た
も
の
で
.

友
人
共
は
狗
過
客
大
撃
中
屈
指
の
建
物
で
あ
る
ビ
許
し

して
居
た
p
此
の
産
物
の
東
心
逢
っ
て
長
-
廊
下
風
を
な

し
て
河
畔
に
連
し
て
居
る
建
物
が
あ
る
｡
同
番
舘
や
多

-
の
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト
が
之
を
利
用
し
て
居
る
P
地

和
の
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト
は
､
此
の
建
物
の
東
端
で
､

図
番
舘
だ
隣
･｡
食
っ
て
屠
る
P
棒
-
汚
な
い
建
物
で
.

小
さ
い
入
口
を
入
る
と
'
が
ら
ん
}J
し
て
玄
踊
が
さ
み

何 人 節

二t:{:----fi-≡-,::-I-I:-;･;-I-

譲 ::--=1--_:=ft-:-:il;:.-･払 5..L･･ft:(･毒 鋸 7'i

跡繋ソリピタ))ヒ

し
げ
に
暗
黒
な
廊
下

に
縫
っ
て
居
る
｡
階

上
は
地
質
か
何
か
の

研
究
室
､
此
の
異
晴

な
廊
下
こ
そ
地
理
の

イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ド

で
あ
る
｡
暫
-
掲
示

場
に
講
義
の
様
子
を

-
か
ゞ
つ
て
も
主
任

教
授
の
御
室
を
訪
ね

る

0主
任

Alfred
Phi.･

筋
大
鏡

琵

〇

四
六

ipp
s
o
n

致
授
は
､
ポ
ー
ン
及
ラ
イ
プ
チ
ヒ
火
撃
に
撃
び
.

ベ
ル

ン

及

パ
ル

レ
大
野
教
授
を
経
て
.

一
九

二

年
以

来

皆
数
寛
に
屠

ら
れ
る
の
で
､
希
臓
小
寵
細
亜
万
両
に

兼
行
し
､
此
方
再
の
研
究
は
多
-
磯
髭
さ
れ
て
居
る
'
殊

に

S
ie
ver
の

L
許
d
erkLPn
d
e
の

一
部
}J
し
て
蕃
い
た

E
uro
p
a
並
に

一
九
二

7
年
に
出
た

G
lu
n
d
Z
iig
e
d
er

a

ug
em
ein
e
G
eo
gra
ph
ie
な
で
は
よ
-

人
の
知
る
虞
で

あ
る
｡
折
恵
し
-

和

不
在
で
あ
っ
た
か
ら
助
手
の
厚
意

で
和
宅
を
数

へ
て
も
ら
い
p
訪
問
す
る
｡
御
宅
は
敬
重
の

西
南
数
町

K
6n
ig
str1
政
法
線
に
泊

へ
る
盛
に
在
る
.

北
向
に
建
て
る

小
首
ん
ま
-
し
た
三
階
建
が
教
授
の
御

宅
で
あ
る
｡刺
を
迫
ず
る
/̂J
.宵
ぐ
二
階
の
致
接
の
番
餅

に
尭
内
さ
れ
た
'
三
間
に
四
間
位
の
室
p
一
方
庭
に
両
し

閑
静
で
あ
る
､
周
壁
に
は
番
棚
を
備
え
､
室
の
左
側
に
机

を
.
其
前
に
固
形
の
鼻
子
を
置
き
憾
接
に
供
し
て
あ
る
.

沓
棚
に
は
地
理
番
の
他
.
多
数
の
紙
製
画
を
準
備
し
.
小

印
刷
物
を
分
娩
蒐
集
さ
れ
て
居
る
P
卓
子
上
の
菊

1
翰

美
し
-
客
待
融
に
名
刺
受
の
初
盆
に
は
､
山
な
す
名
刺

凍
客
の
驚
き
を
物
語
る
横
で
あ
っ
た
｡
教
授
は
､
丈
の

す
ら
-
旦
向
い
p
牛
白
髪
の
丑
公
子
的
の
方
で
齢
既
に



六
十
を
越
え
て
唐
ら
る
ゝ
で
あ
ら
-
j

(
一
八
六
四
年

度
)至
極
温
厚
に
統
話
さ
れ
､
自
分
を
見
る
や
､
直
に
山

暗
直
方
先
塵
を
皿
い
出
さ
れ
.
安
否
を
尋
ね
ら
れ
た
.

先
年
の
大
震
の
際
に
は
御
見
舞
を
差
出
し
て
置
花
が
.

或
は
ア
ド
レ
ス
が
間
違
て
居
た
も
の
か
返
事
が
な
か
っ

た
の
で
.
御
心
配
申
し
て
居
た
p
御
健
厳
か
だ
御
尋
ね

下
し
て
居
た
p
替
-
和
語
を
承
り
数
接
も
午
後
は
登
校

す
る
か
ら
空
茶
ほ
れ
る
の
で
'
市
研
究
室
に
据
わ
.
敬

買
内
を
縦
覧
す
る
.

薄
暗
い
玄
関
は
鞘
暗
い
廊
下
に
つ
ゞ

い
て
屠
る
'
右

側
に
は
間
沓
室
･助
手
室
｡主
任
敢
授
賞

｡
左
側
に
は
ゼ

地

税
イ

シ
ス
チ
チ

ユ

ー
ト

魯 碑 等

E 誓 n

□ ′⊂コ 1-GP下 41昌.問

ヨ 3 6

チAせ -

且
-

獅
政
の
地
刑
鵡
非

ミ
ナ
-
ル
宴
､
標
本
室
j
廊
下
の
突
き
督
,I,は
､
駅
大

t･･6講

義
室
に
な
っ
て
居
る
｡

田
は
間
沓
軍
で
.
中
央
に
卓
子
を
周
壁
に
審
棚
を
戴

す
る
こ
ビ
他
YJ
興
ら
な
い
｡
榊
は
'
助
手
室
､
机
の
他
､

難
詰
並
に
地
同
級
保
減
用
箱
を
備
ふ
｡
榊
は
主
任
敢
擾

宣
言

リ

ブ
ソ
ン
教
授
の
御
机
の
他
､掛
固
並
に
各
問
地

間
･演
習
用
地
磐
梯
本
等
密
集
む
｡
鞘
は
､
ゼ
r,f
ナ
-
〟

宴
､
精
庶
き
室
に
て
､
中
央
に
車
手
数
脚
を
並

べ
､
周
壁

に
は

リ
ヒ
ト
ホ

I
へ
ン
並
に
ラ
イ
ン
致
操
の
寓
暴
政
を

か
～
げ
'
其
他

も
ピ
常
数
宴
の
助
手
に
て
世
界
大
我
に

阿
殺
せ
L

H
ln
S
G
eh
n
e
博
士
の
罵
異
よ
り

A
th
en

.

R
iesen
g
eb
irg
e'
N

ar
n
g
b
e
lg
D
o
n
au
th
21
b
ei
R
eg
e

ns･

b
urg
等
の
風
景
第
異
な

か
～
げ

で
居
る
'
殊
に

ラ
イ

ン
3.0h
a
nn
Ju
s
tu
s
R
ein
は

1
八
七
三
年
か
ら
七
五
年

迄
(
明
治
六
年

よ

り
八
年
迄
)
｡
本
にこ
凍
り
､
其
結
果
は

D
ie
N
ak
asen
d
p
in
Jap
an
(
G
oth
a1
8
80
)､Ja
pan(
日

韓
)(B
erlil,,
)88
T
SS
)
と
し
て
敬
表
さ
れ

､
ラ
イ
ン
の

Jap
an

だ
栴
し
て
有
名
に
な
っ
た
人
で
あ
る
の
で
注
意

を
引
い
た
｡

一
八
七
六
年
に
は
ヤ
ー

ル
ブ
ル
グ
よ
り

-I

八
八
三
年
に
は
ポ
ー
ン
大
草
の
地
相
致
投

票
16-
.
一

四
叩
】

四

七



地

球

第
十
食

第
六

船

脚
望

四
八

空

〇
年
迄
歯
数
宴
に
居
ら
れ
､

∵
九

元

年

一
月
甘

三
日
を
以
て
替
地
に
殺
し
た
の
で
あ
る
｡

㈲
塵
本
宴
で
､
幻
燈
磯
を
初
め
･
地
軍
用
機
械
其
他
を

保
存
L
.
閏
は
大
講
堂
で
､
優
に
数
官
人
を
収
容
し
得

る
ビ
考

へ
ら
れ
'鴇
放
電

固
掛
の
改
傭
等
よ
-
盤
で
屠

り
ブ
イ
リ
ブ
ソ
ン
教
授
の
御
講
義
が
此
鷹
で
敵
っ
て
居

た
｡講
義
の
終
っ
た
後
､
フ
ィ
グ
プ
ソ
y
救
援
に
は
懇
切

に
も
薄
教
授
内
を
御
案
内
下
さ
れ
､
固
番
宗
に
で
は
カ

タ
ロ
グ
に
付
で
説
明
を
加

へ
ら
れ
'
幻
燈
映
苗
の
部
で

は

､
日
本
の
部
を
特
に
注
意
し
未

だ悉
無
で
あ
る
三

石

ほ
れ
て
居
た
｡
ラ
イ
ン
の
様
な
日

本通
の
教
授
が
居
た

廃
に
為
似
合
は
ね
だ
不
審
の
戚
が
し
た
.
U
tto
Q
u
eiie

数
授
Å
丁
度
凍
各
は
せ
而
愈
す
る
こ
だ
が
は
雄
花

0(
氏

心

㌻
八
七
九
年
誓

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
並
に
伯
林
に
尊
び
､

完

三

年
凍
皆
大
学
に
職
を
俸
じ
'

一
九

1
八
年
致

塵
だ
七
て
'
綻
鋳
地
理
を
抱
澄
も
て
居
る
｡
西
班
牙
北

米
に
放
解
し
､
共
著
も
少
-
な
い

.
自
分
の
訪
問
し
た

時
は
.
濠
洲
及
歯
群
の
鮭
跡
地
排
を
講
じ
て
居
た
.

要
す

る
に
､
常
研
究
室
は
其
設
備
の
瓢
に
於
て
決
し

て
晃
金
な
研
究
室
だ
は
考

へ
-
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も

日
本
に
閥
係
あ
る
ラ
イ
ン
教
授
の
遊
跡
で
あ
る
笠

石
ふ

こ
だ
～

､
現
今
猫
乙
の
地
撃
老
中
朋
指
の
老
大
家
ブ
イ

リ
ブ
ジ

ン
の
屠
ら
る
～
呈

芯
ふ
鮎
は
'
余
の
興
味
を
引

た
鮎
で
あ
っ
た
｡
ラ
イ
ン
教
授
の
巡
跡
を
も
訪
ひ
庇
い

考
で
あ
っ
た
が
､
寸
暇
な
-
､
欧
米
巡
鵡
者
の
訪
問
す
る

鬼
々
を
の
ぞ
き
ケ
ル
ン
の
宿
に
掘
っ
た
〇

五
､
ケ
〝
ン
大
撃

ケ

ル
ン
市
の
南
郊
に
在
る
､
ケ
ル
ン
か
ら
ボ
ー
ン
に

至
る
戟
道
の
沿
線
ラ
イ
ン
の
河
畔
に
涛
し
て
居

る
.
新

し
い
建
築
だ
け
に
堂
々
た
る
建
物
で
あ
る
.
も
豊
満
等

商
業
撃
枚

であ
っ
た
の
が
昇
格
し
た
も
の
で
､
商
品
陳

列
館
は
本
館
ビ
つ
ゞ
い
て
別
に
設
置
さ
れ
､
重
に
錬
磨

工
警

笛

蒐
基
､
地
層
の
模
型
よ
･O
岩

油
工
業
模
型
､

織
｡銅
｡錫
着

炭
等
各
工
誉

仰
.
時
計
工
業
､
陶
磁
非
製

造
p
石
板
石
､
屋
根
板
､
セ
メ
ン
ト
等
の
標
本
を
蒐
姦
し
p

渇
畏
統
計
図
表
等
丁
寧
懇
切
'
規
模
の
大
な
ら

ざ
る
に

此
し
'
有
益
な
る
陳
列
警

精
細
穐
歴
の
暇
の
な
い
の
を

遺
憾
に
思
っ
た
｡
荷
綻
跡
地
班
用
の
世
界
重
要
産
物
の

憤
本
も
本
館
正
甫
玄
紺
の
楼
上
廊
下
に
陳
列
さ
れ
,
各

大
草
に
見
な
い
整
頓
し
た
-
の
で
あ
つ
た
が
-
是
-
充



分
に
穐
驚
す
る
の
磯
を
得
な
か
っ
た
｡

地
糊
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト
は
'
本
鞘
の
楼
上
の

一
部

を
以
て
之
に
充
て
'
四
賓
を
備
え
て
屠
る
｡
助
手
宴
を

地
%Tイ
ン
ス
ナ
イ
ユ
ー
ト
(
う.
ル
ン
火
堺
)

初
め
'
地
同

室
､
主
任
教

授
家
並
に
同

番
室
が
是
で

あ
る
'
助
手

宴
を
訪
ね
る

ビ
山
手
の
K

raus博
士
早
速
案
内
し
て
-
れ
た
､
先
づ

川
宴
よ
り
練

磨
す
る
｡

川
は
地
固
宴
で
'
掛
園
で
-
草
々
集
め
ら
れ
'
榊
は

主

任教
授
室
､
中
央
に
机
を
地
間
箱
､
幻
燈
用

フ
イ
ル
ム

商
等
を
僻

へ
.
阿
弗
利
加
の
胤
景
驚
異
が
宴
を
飾
っ
て

居
る
｡
次
の
期
室
は
帝
展

い
峯
で
'
固
蕃
衆
研
究
室
を

な
し
'
周
壁
は
藩
棚
を
以
て
充
た
さ
れ
p
演
習
用
の
机

も
準
備
さ
れ
て
居
る
｡
主
任
致
授
ト
ル
べ
ツ
ケ

F
ra
n
z

T
h
o
rb
e
ck
e博
士
も
御
雄
姿
串
井
眉
の
幾

を
符
克
｡
教
授

は
､
ハ

イ
デ

ル
ベ
ル
と
の
産
(
一
八
七
五
年
産
)
ケ
ル
ン

及
ゲ
ッ

チ
ン
ゲ

ン
に
尊
び
'
歯
大
撃
の
前
身

ケ
ル
ン
高

鞠
泡
の
地
鑑
磯
舟

等
商
業
致
授
よ

-
､

山
九

山
九
年
歯
大
撃
致
授
ど
な
っ

た
の
で
あ
る
'

阿
弗
利
加
の
研
究
家
で
､
先
年

カ
メ
ル

ソ
地
方
を
旅
行
し
､
D
a
s
H
o
ch
la
nd
von
M
itte
l
K
a

m
eru
n
三
相
を
公
に
し
た
｡
氏
の
室
を
飾

っ
て
屠
る
阿

弗
利
加
風
景
の
水
彩
番
は
､
致
授
夫
人
の
も
の
せ
し
藤

で
あ
る
亡
き
～
蒋
熟
腰
す

る
｡
御
講
義
の
時
刻
に
な
っ

た
か
ら
欠
鵡
す
る
｡
此
の
研
究
室
は
他
の
大
撃
もこ
此
す

る
と
'
規
模
に
放
て
は
勿
論
大
き
い
ざ
は
申
さ
れ
な

い

け
れ
'/,JJ
も
.
固
啓
三

芯
ひ
標
本
笠

試
ひ
p
よ
-
養

っ
て

居
も
､
良
研
究
室
た
る
を
矢
は
な
い
｡
も
ど
商
業
撃
枚

で

あ
っ
た
の
ど
.
土
地
柄
が
商
工
業
地
で
あ
る
為
め
に

経
鋳
地
坪
の
研
究
が
盛
で
､
ト
ル
ペ
ッ
ク
致
授
は
熱
聯

地
方
の
経
済
地
理
を
､
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
て
も
経
麟
地
坪

関
係
の
も
の
が
多
-
撰
ば
れ
て
居
た
｡

六
p

ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ヒ
大
学

伊
大
利
旅
行
の
蹄
逸
､
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
に
立
寄
る
､

古

い
町
な
が
ら
河
畔
の
長
色
締
歴
で
あ
る
｡
大
撃
は
古

い

大
挙
だ
け
あ
っ
て
建
物
は
き
た
な

い
､
恰
も

エ
デ
ン

で
フ
市
の
蕃
市
餌
か
プ
ラ
ー
ゲ
大
学
の
萄
館
を
見
た
様

な
束
が
す
る
｡
本
館
の
.左
側

に
並
ん
で
居
る
敬
重
の
二

E
E
三

松
九



阿 一 十 節

ノイ
デ
〟ベ

〟ヒ大串

EEgや
巷

要
Fl

隅
が
柚
子-~!
の

S
em
ina
r

で

あ

る
､
宅
は

代
か
四
つ
し

か

L
b
い

'
助

手

宴

､

至
.化

教
授
室
'
問

咋

某
並
に
講

義
#
で
あ
る

助
手

P
a
u
t

G

au
ess
iTEげ

七
の
厚
意
に

依
り
縦
鋸
す

る

0

JL,- ナ ミ k･和地

二
九
〇

の
忠
3=
ど
し
て
威
慨
泥
か
ら

し

め

た

○
関
北
=
･:Tlは
'
銃
火
な
る
･:七
を

利
用
し
､
･:S
の
申
i
J
に
托
形
の

頼
子
を
罷
き
'
川

堰

に
S.=
糊
を

又
地
形
を
示
す
浮
郎
問
題
を
も

畔
備
せ
り
､
M
f:=
の
分
叛
･小
川

版
物
の
蒐
瀧
等
別
に
純
忠
す

べ

助
手
罪
は
､
幕
の
中
央
に
机

1
脚
並
に
二

三
の
申
子

を
置
き
､
新
前
の
問
輔
の
感
坪
に
従
即
し
t

I.
隅
に
は

抽
出
を
備
ふ
る
標
本
箱
を
帆帆
き
'
地
焔
*
.に
産
物
標
本

を
蒐
兆
し
'

一
雄
に
は
掛
問
mIJ
を
価

へ
'
又
瀬
棚
を
も

畔
備
L
t
難
詰
赦
､
地
即
川
棉
織
女
も
保
存

L
t
+'1
,ブ

タ
比
士
人
製
の
竹
製
の
地
閑
は
猫
迫
の
該
托
山
師
常
時

き

鮎

も

た

い
｡

要
す

る
に
'

研
究
:jS
と
し
て
は
欲
し
戚
服
す
る
様
な

設
備
も
LIt
い
け
れ
で
も
､主
任
教
授

は
JM

red
H
ettncr

数
枚

で

端

的

では
ベ

ン
ク
故
投

等

ヾ

し
並

ん

で
和
名

な
地

聾
者
で
あ
る
篤
め
か
'
此
研
究
･:F
'も
光
っ
て
与

え
た
､

折
悲
し
-
､
敢
授
は
御
不
在
で
あ
っ
た
か
､1
'
助
手
の

紹
介
を
柑
て
御
･yP
を
訪
糊
す
る
｡

大
坪
か
ら
来
泊
敏
町
'
河
を

へ

だて
ゝ
共
封
…11
に
作

る
'
和
名
な

'1
イ
デ
ル
ベ
ル

ヒ
の

シュ
ロ
ツ
ス
を
蛾
め

河
畔
の
他
殺
麻
よ
い
お
t

へ

ツ
J･
ナ
-
教
授
の
御
宅
で

あ
る
｡
宰
御
伽
･花
心
よ
-
而
{
=し
て
下
し
た
､
二
階
の

明
る
い
河
に
而
せ
る
･:七
が
教
授
の
5
,.=
軒
で
あ
る
｡
月

館
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謹啓攻政一ナトツ-

に
は
簿
棚
を
境

ら
し
'
机
の
他

阿
形
の
頼
子
を

置
き
'
ソ
フ
ァ

ー
･
音
楽
椅
子

等
束
持
上
-
柿

凍
ら
れ
た
の
は
此
時
の
こ
D
で
あ
る
0

ら
れ
て
居
-
'
極
-
落
付
の
あ

る
劣
で
あ
る
｡
教
授
は
申
す
迄

も
な
-

一
八
五
九
郎
八
月
六
日

ド
レ
ス
デ
ン
に
嫌
れ
'

ハ
レー
･

ポ
ー
ン
並
に
ス
ト
ラ
ス

ブ
ル

ヒ

に

学
び
'
キ
ル
ヒ
ホ
ー
プ
の
影

密
を
受
-
る
こ
A,J
多

-
'
南
米

殊
に
ペ
ル
ー
･
ボ
リ
ビ
ア
･
ブ
ラ

ジ
ル
を
澱
和
し
､

41
八
九
tr九
年

に

は

地
車
に
舶
す
る
難
詰
を
銀

行
し
た
｡
G
eo
gr･
Z
e
itsch
rirt

:'t位の宅鞭畿-ナIlタ-

H
li

で
あ
る
｡

1
八
九
八
年
に
は

ハ
イ

デ
ル
ベ

ル

ヒ
大
学

敢

技
と
Ll
h
､
填
及
､
ア
ル
ゼ
リ
ア
'
チ
エ
一三

を
究
め
t

T
九

1
三
年
に
は
東
亜
及
商
並
を
観
察
し
て
､
日
本
に

鶴
亀
の
地

相
嘩鼻

S
c
h
w
e
iZ
(
)
8
8
7
)､
R
e
isen
in
d
e
n
K
o
lu
m
b
.A
n
d
en

(
)
8
88

).R
us
s71
nd
(
)9
0
5).G
ru
n
dz
ng
e
der
L
in
d
er･

k
u
n
d
e
･l､
E
u
rop
l
(

)
907).En
g
h
n
d
s
W
e
..th
e

rrsch
aft

u
n
d
d
er
K
r
ie
g

()
9

16).D
ie
U
b
erfla
c
h

enf
or
m
en
d

ttJ

玉

1



r

･

L

･､

･

､
-
-
I
･

.

.

也

洩

第
十
啓

第
六
班

漂

武

.W
T1

F
e
s
t
Za
n
d
e
s

(192
1).D
ie
G
eograp
hieLhre
G
esch
ich
･

t
e

,ih

rW
esen
un
d
ih
re
M
eth
.d
en
(1927)
等
共
著
沓

甚
だ
多
い
殊
に
地
球
方
放
論
に
於
て
は
頭
角
を
あ
ら
は

し
て
居
る
｡
豚
に
七
十
に
重
ん
AjJ
し
て
居
る
が
頗
る
健

金
に
見
受
け
ら
れ
'
一
九

一
三
年
､皆
大
撃
の
S
m
itth
e･

nn
er
氏
だ
共
に
本
邦
に
親
ら
た
潜
時
を
追
懐
せ
ら
れ

､

京
都
大
撃
の
丑
田
拭

(瞥
時
京
大
地
理
致
室
の
助
手
陀

わ
き
)
の
寛
内
で
日
本
ア
ル

プ
ス
を
踏
査
､
来
某
で
山

崎
博
士
に
脅
し
'
日
光
横
演

｡
箱
状
等
を
硯
察
し
､
蒋

京
都
L

｡
姦
良
を
鮭
酬
月
か
ら
乗
船
支
部
に
披
?
竺
試
々

ビ
話
し

て
居
ら
れ
た
｡
最
後
に
山
胎
､
小
川
諸
氏
に
宜

し
-
樽

へ
て
-
れ
ど
の
御
停
言
で
あ
ら
ま
し
た
｡
日
本

ア
ル
プ
ス
の

一
名
勝

ヘ
ッ
ト
ナ
-
石
の
こ
だ
ゞ
も
恩
ひ

浮
べ
て
愉
快
で
あ
っ
た
｡

瀧

[日日日日=
-暮ノ

親

一

西

遊

夢

錬

(十
五
)

蘇

開

の

部

(;>

)

ジ
ョ
ン
･
ノ
ッ
ク
ス
の
警

彼
の
蓮

ホ
-
ル
･-
ド
官
と
メ
-
女
鼎
と
の
述
怨
み
辿
り
つ
ゝ

城
見
は

間
紀
に

ぁ
る
II,h
P
y
｡
ノ
ッ
ク
ス
(I
.
h
n

K
n
.
x
)
の
家
に
向
ふ

0
倍
戯
正
門
か

ら
次
歩
止

り
に
傾
斜

せ
る
'T
ィ
｡
ス
ッ
-

1

ト

(H
igh

S
tree
t)
み
行

く
と
淡
側
に
的
凝
っ
た
古
風

な
家
が
あ
る
.
泡
路

か
ら
直
接
に
幅
鹿
か

ら
ぬ
階
段
み
発
つ
tJJ
戸
か
叩
け
ば
所
謂
ノ
ッ
ク
ス
の
家
な
る
J
の
に
訴

ヒ
入
れ
ら
為
｡
斬
う
し
た
虚
に
は
何
鹿
に
-
あ
る
が
如
-
維
訓
時
に
粛

名
和
さ
さ
れ
る
｡

や
が
て
狭
い
縛
培
い
部
座
に
案
内
さ
れ
或
は
ノ
ッ
ク

ス
の
替
斎
戒
は
愈

合
重
な
る
-
の
或
は
藤
堂
な
ど
と
順
次
に
設
刑
よ
ろ

し
く
あ
っ
て
接
に
階
下
に
あ
る
緒
柿
の
土
産
物
や
記
念
品
の
安
倍
に
入

る
0
歳
数
的
迎
卸
の
主
唱
者
た
る
ノ
ッ
ク
ス
海
象
後
す
る
家
と
し
て
ほ

粥
に
相
廠
ほ
し
い
陰
酸
,.T･5家
で
あ
る
｡

T
九
〇
五
年
に
は
ノ
･h
ク
ス
の
誕
生
凹
甘
年
余
が
盛
に
行
は
れ
㌔

狗
乙
r1
は
マ
ル
チ
ゾ
･
ル
｣
テ
ル
(M
artin
L
u
th
er)
が
屠
り
,輪
西
に

は

汐
ヨ
ソ
｡
カ

ル

ダ

イ
ン
(
Jo
h
n
C
alv
in
)
が
居
り
夫
々
采
敦
改
革
の
鴻

動
払
超

L
LiO
狗
乙
国

民
の
火
中
が

新
教
徒
(P
ro
testan
t)
と
な
っ
た


